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※本コンテンツは、医師の方を対象とし、当医療機関についての理解を深めていただけるよう作成しているものであり、

一般の方を対象とする宣伝・広告等を目的としたものではありません。 

 

京都第二赤十字病院 泌尿器科部長の邵 仁哲（そう じんてつ）と申します。 

当科では泌尿器科領域の疾患全般を扱っておりますが、その中でも癌（腎癌、腎盂尿管癌、膀胱癌、前

立腺癌、精巣癌）、尿路結石症、前立腺疾患をメインとし、エビデンスにもとづいた最新医療の提供を

心掛けています。 

内視鏡治療にも積極的に取り組んでおり、腎・副腎疾患に対する腹腔鏡治療、腎盂鏡・尿管鏡による診

断・治療などにも特色を有しています。 

本日はその中でも、今年 7 月に導入した前立腺癌の診断から治療までをサポートするシステムとして開

発された汎用超音波画像診断装置である、KOELIS 社トリニティ（以下、トリニティ）を用いた当科の

新しい取り組みについてご紹介いたします。 

 

 

邵 仁哲 

泌尿器科 

部長 

現状における前立腺生検の問題点 

現在、前立腺癌の診断において、その局在診断に非常に重用されているのが、Multi-parametric MRI で

あります（図 1）。 



 

Multi-parametric MRI は、大事な所見のひとつである T2 強調画像に加えて、拡散強調(DWI)画像、

DWI の処理画像である ADC map、Dynamic contrast-enhanced T1 画像(DCE)などの要素を用いること

により、多角的に前立腺癌が疑われる部位をターゲットとして描出することが可能になっています。 

 

しかし、実際の前立腺生検は、経直腸的前立腺超音波ガイドに行われるため、超音波下でも MRI で指摘

されているターゲットが描出できる場合は問題ないのですが、移行域(TZ)のターゲットや辺縁域(PZ)で

も特に小さなターゲットなどは、超音波で描出困難な場合が多く見受けられます。 

せっかく MRI でターゲットが指摘されていても超音波ガイド下では正確な病巣がわからず、頭の中で

MRI 画像と超音波画像を融合させる Cognitive Fusion 生検（図 2）を行わざるを得ず、MRI 上でのタ

ーゲットを正確に捉えられていないのが、前立腺生検の現状の問題点でありました。 



 

トリニティを用いた前立腺生検の利点：正確なターゲット生検が可

能 

上記の問題点を解決するため、当科ではトリニティを導入いたしました。 

トリニティは事前に撮像された MRI 画像に、3D の超音波画像をコンピューターでリアルタイムに融合

させることにより、MRI と超音波の 3D 融合画像を作ることができる装置です（図 3）。 



 

この 3D 融合画像に癌が疑われる場所を映すことで、どこをターゲットとして生検すればよいかが鮮明

にわかるようになります。 

しかも、トリニティは Virtual biopsy mode を使用して、実際の穿刺前に生検位置のシュミレーション

が可能で、また 3D マッピングにより生検した部位を可視化し、生検部位の記録を 3D 画像で正確に残

すことが可能なため、ターゲットを外した場合でもやり直すことができるようになりました。 

 

当科では、このターゲット生検に加えて前立腺自体の 8～10 か所の決まった場所からの生検

(Systematic biopsy)を加えることにより、治療が必要な癌だけを効率的に採取し、それにより今までよ

りさらに診断率を向上させることを目標としています（図 4）。 

 



トリニティの今後の応用 

当院ではさらに、トリニティの特性をいかした今後の応用に期待しています。 

具体的には、生検した部位の記録を 3D 画像で正確に保存することや、過去の画像と融合することもで

きるため、以下のことが期待できます。 

1.手術支援ロボットや放射線治療による治療への応用 

 前回記事 → 低侵襲手術支援ロボット ダヴィンチ(da Vinci)最新機種Ｘⅰの導入 

2.PSA 監視療法を行っている患者に再生検を行う際、過去の記録を参考にすることが可能 

3.現在の高度先進医療（前立腺凍結療法などの局所療法）への応用が可能 

先生方へのメッセージ 

前立腺癌に限らず、泌尿器科疾患に関しては地域医療連携室経由で外来の予約を受け付けております。 

また前立腺癌の治療後の患者は基本的に逆紹介を行い、再発による当院への再紹介の基準も設けており

ます。（図 5、6) 

 

https://renkei.m3.com/articles/387


 

このトリニティを駆使して、地域の患者さんや先生方のご期待に応えることができますように努力して

まいる所存ですので、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  

 

邵 仁哲（そう じんてつ） 

泌尿器科   部長 
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